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漁村女性による起業の全体状況
─ うみ・ひと・くらしフォーラム ─

最近、「起業」という言葉が色々な場面で使われるようになってきましたが、農林
水産省による定義は、①使用素材が主に地域産物であること。②女性が主たる経営
を担っていること。例えば、経営の管理は漁協が担い、労働部分は女性が賃金をも
らいながら従事しているだけという場合は、起業とはいえません。そして、③女性
の収入につながる経済活動であること、です。

起業の内容は加工、流通、都市との交流、地域生活関連サービス業などがあり、
いくつかの内容を組み合わせて展開している事例が多いです。
活動の動機は色々ありますが、「対外的に大上段に構えたことを言うが、結局楽し
いからやっている」「地域が好きだからやっている」という声を多く聞きます。

漁村における起業の数は、残念ながらきちんと把握されていません。そのため、
現在、日本の漁村でどれだけの起業数があるのかわかりません。少なくとも、平成
15年に農水省がまとめた事例集では63グループ、全漁連による中核的漁業者協業
体等取組支援事業で『漁村女性起業化グループ』として認定されているのは24グルー
プ（平成18年）あることはわかっています。
ただ、私たちが全国を回る中で起業グループがどんどん増えてきていることは間

違いないと思います。
漁村における起業のおおよその経営規模をみてみると、年間売り上げが100～

300万円、300～500万円というグループが多いようです。概して、小規模に経営
しているといえます。

漁村の女性起業グループがどのような課題を抱えているかを、これまでの「うみ・
ひと・くらしシンポジウム」で出てきた課題から挙げてみました。おそらく、どの
地区のどのグループもこれらの課題を抱えているのではないかと考えられます。

漁村女性の活動は、起業だけでなく、直接には経済活動とは関係のない海浜清掃
のような地道な活動もたくさんあります。
グローバル化が進み、遠い外国のものを、安くて誰が作ったかわからないような

魚を、お金をかけて日本に輸入するという中で、日本の漁業や漁村がどんどん衰退
しています。
そういう中で、漁村女性の活動は、地域資源を見直したり、漁村文化を再評価し

たり、ただ儲かればいいのではなく、身の丈にあった経営をしたり、そういう新し
い価値観や視点を提供しています。漁村女性は、社会の価値観を変えていく大きな
担い手となっています。
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みなさん、こんにちは。うみ・ひと・くらしフォーラムです。今日はたくさんの皆さんに遠いとこ
ろからお集まりいただき、本当にありがとうございます。
漁村女性の活動は、環境、福祉、食と幅広く取り組まれています。その中でも、地元の資源を活か

した地域づくりの活動は、漁村の元気を取り戻す活動として注目されています。そこで、うみ・ひと・
くらしフォーラムは、活動の実践者である女性グループが一堂に会して情報や意見を交換し合う場を
設け、具体的な課題に応えるシンポジウムを企画、これまでに宿毛、千葉、下関、東京で開催してき
ました。
第5回目となる今回は、地元の資源を使った食の提供を行うための方法や、どのようにまわりの人

を巻き込んでいけるのか、どのような課題と展望があるのかを、参加者全員で話し合い、これからの
漁村の向かうべき方向を見出していくことを目的として開催したいと思います。
今回のシンポジウムは、共催の財団法人東京水産振興会様、後援の大分県様、大分県漁業協同組合

様、水産大学校様に準備段階から当日の運営まで、全体を通してのご支援をいただき、開催すること
ができました。心から感謝申し上げます。
それでは、早速シンポジウムを始めたいと思います。

うみ・ひと・くらしフォーラム（副島 久実  三木 奈都子  関 いずみ）

ごあいさつ

●大分県農林水産部水産振興課長　小川 浩 氏
北には広大な干潟、東には別府湾、南には豊後水道、そして西からは4つ河川が海に注いでい

る大分県には、多種多様の魚種と漁種があり、タチウオ漁獲や養殖ヒラメ、天然車エビ等は全
国一位二位という水準の漁業が営まれています。一方で厳しい状況もありますが、消費者サイ
ドからの安全安心な水産物供給というニーズと、生産者サイドでの地元食材を活用した加工品
開発といった取り組みをマッチングさせるための「おおいたワンコインふるさと商品」の実施
などに力を注いでおります。
今日のテーマは、「地域資源を使った食の提供とまわりの人の巻き込み方」ということですが、

漁村女性グループの交流と活発な意見交換を期待し、今後ますますのご活躍を祈念いたしまし
てお祝いの言葉といたします。

●大分県漁業協同組合専務理事　小野 眞一 氏
第5回うみ・ひと・くらしシンポジウムを大分県で開催していただき、地元漁協として、心か

ら歓迎を申し上げたいと思います。
近年、資源の減少や魚価安ということで、日本の漁業は非常に厳しい状況にあります。一方で、
単に食料生産の場というだけではなく、海洋レジャーや魚食文化というものに対する国民的ニー
ズは高まっています。漁村にある様々な地域資源をうまく活用して新しい生業というか、産業
を興すということが大事だろうと思います。
そのような動きを担っていくためには、「いかにまわりの人を巻き込むか」ということは本当

に大切なポイントだと思います。今日のシンポジウムの中で、そういったことのヒントを得て、
今後皆さま方の活動がますます活発になることを祈念いたしまして、歓迎の挨拶としたいと思
います。

来賓挨拶

く ら し シンポ
ジ
ウムと・う み ・ ひ

2008 in 大分
●地域資源を使った食の提供とまわりの人の巻き込み方
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エタリとは、カタクチイワシのことです。地域で獲れたカタクチイワシ
のほとんどは煮干に加工されますが、煮干にならない10センチ以上の大き
くて脂の多いものは、昔から保存食である塩辛にし、さつまいもと一緒に
食べていました。このエタリの塩辛というのは、どこの食卓にも普通にあっ
たものなんですけれども、時代の流れとともに冷蔵庫が普及して、保存食
がいらなくなってしまった。減塩志向で「しょっぱいものは体に悪いから
食べません」とか、嗜好の多様化ということで、食べ物が、いろんなもの
があふれてきたので、「わざわざ塩辛なんか食べなくてもいいや」というこ
と。それから漁業者の減少。昔は半農半漁で、農業を奥さんとじいちゃん
がやって、だんなさんが船に乗って、乗り子として町の多くの人が漁業に
かかわっていました。それが、漁業はもう専業の人ばかりになってしまっ
たので、町の中でも漁業に携わる、浜に来る人が少なくなってしまったの
で、漬ける人が時代の流れとともに本当に減ってしまいました。しかし、
地元でどうしてもこの食材を残していきたいとの思いがありました。
こうした中、2005年にスローフード協会の「味の箱舟計画」にエタリ
の塩辛が登録されました。スローフードとは、「食材」ではなく「運動」で
す。食と農林漁業と環境を守る国際的な市民運動です。「味の箱舟」とは、
各地域で伝統的に食べられてきた、その地域固有の野菜・動物・加工食品
などの中で、小さな作り手による希少で消えようとしているものを選んで
リストアップし、守っていこうという意識付けをしていくものです。
この登録をきっかけに、地元の漁業者、煮干加工業者を中心に「エタリ
の塩辛愛好会」を結成しました。なぜなら、地元の人は、「スローフードっ
て何？味の箱舟って何？」と、誰もそのようなものに登録されたのを知ら
なかったんです。
スローフード協会の会員さんによる現地視察や新聞の取材を、私が個人
が受けているのも限界がありますし、私1人のエタリの塩辛ではないので、
生産者みんなに情報を共有して、一緒に団体として、グループとして活動
していかないと、対応しきれないという思いがあって結成したわけです。
エタリの塩辛愛好会の目的は、普及と伝承です。エタリの塩辛が、地域
の特産品として、とにかく地元の水産業と観光業の発展に貢献していけた
らいいな、という感じで、しょせんは愛好会なので、「気楽な感じでやりま
しょう」とスタートしました。現在会員は38人います。そのうち女性は4
人だけです。会員のうち役員は8人。漁業者は38人中16人。雲仙市外の
会員、いわゆる消費者会員も7人います。会員の中で塩辛を作っているの
は、鮮魚店や海産物販売店、漁業者や煮干加工業者、色々な人14人が塩辛
を作っています。
愛好会では会費を徴収しておらず、去年まで販売店からいただいていた
寄付金も、それだけの活動を期待されると困るので、今年度はいただいて

エタリの塩辛愛好会の活動報告

>> 竹下 敦子（エタリの塩辛愛好会）
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いません。補助金のほか、ほとんど手弁当でのボランティア活動になって
います。
主な活動は、会員および地元の意識をとにかく高める活動をしています。

それから生産消費拡大を狙った普及宣伝活動や、勉強会の実施、料理講習
会の実施、パンフレットを作成したり、マスコミでPRしたり、イベントへ
参加したり、体験見学の受け入れなどをしてきました。それから、海外で
のPR活動もしています。
エタリの塩辛の商品パッケージの統一化もしました。エタリの塩辛は、

もともとパックづめで売られていたり、ビニール袋の中にポンと入れて売
られていました。それでは観光客が来てもお土産として買ってもらえない
し、お勧めできませんので、お土産として観光客に少しでも手に取っても
らえるように、雲仙市の地域づくり事業や食文化継承事業という補助金を
使って、ビンやら懸紙のデザインを考えました。ちなみに、パックですと
200グラム300円とか400円で売っているものを、ビンでは150グラム
800円で売っていますが、売れています。
3年目の現在は、地域全体が活性化するような、地域をも巻き込んだ活

動をしようと考え、地元温泉女将の会などの地元観光業と一緒にエタリの
塩辛のソースレシピの検討会をしたり、パッケージやネーミングを決定し
たりしました。旅館の女将から、「とにかく地域資源だから使って！と言わ
れても、どう使っていいか自分たちでは分からないが、実際にレシピとか
こういう試作品があるので、ぜひ作ってくれと言われたので、初めて具体
的にそのものが見えたので取り組むことができた」と言われました。やっ
ぱり、「地域資源だから、使うほうが勝手に使えば」ではなくて、自分たち
生産者が、使い方というのを、「こうやって使えばおいしくなるよ」という
のを、商工業者、事業者の方に見せることで、そこからの広がりというの
があるんだなと、改めて実感しました。
他にも、地域の農業の女性グループとコラボして「雲仙発食の世界遺産

ギフト」というエタリの塩辛と雲仙こぶ高菜漬けの詰め合わせセットをつ
くるなど、色々な組織やグループと連携しています。
結局、エタリの塩辛愛好会というのは、地域の食文化、漁業を残すため

の活動であると考えております。目先のことを考えずに、とにかく先を見
て活動したい。そして、自分たちがよくなるためには、とにかく漁業がよ
くなるためには、地域全体がよくならないと、漁業だけよくなるというこ
とはあり得ないと思っています。そのためには、色々なグループ、地域の
商工業者、飲食店、それから県の水試などの組織などとの連携をもっと広
げていき、エタリの塩辛を地域の宝としてさらなる磨き上げをしていきた
いと思っています。

●住所：854-0703 長崎県雲仙市南串山町丙10386　●TEL／ FAX：0957-76-3008
●メール： shiokara@tenyo-maru.com　●URL： http://shiokara.tenyo-maru.com
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「カツオのタタキづくり事業」をはじめるきっかけは、私たちの町も少子
高齢化、漁業の衰退と、地域全体に元気がなくなっていた頃、平成12年に、
地域住民が主体になって、地域活性化について検討企画するという高知県
県民参加の予算づくりモデル事業にたまたま漁家の私が委員に任命された
ことからです。私たちの地域資源である豊かな自然、そして人情味あふれ
る温かい人々。そして、毎日水揚げされる日戻り鰹、これらを生かして昔
ながらのカツオのわら焼タタキづくりを、子どもたちに体験させたい。そ
して、カツオを丸ごと使って、食の大切さ、または資源や環境を守る大切さ、
地域の人々と触れ合うことで、人の優しさを感じてほしい。また、魚嫌い
の子どもたちへの魚食普及にもつなげたい。そして何よりも、魚価安のカ
ツオに付加価値を付けたいという思いで、この事業を提案し、採択された
のが始めでした。
そして、漁協女性部や漁協、農協、商工会、森林組合などの代表者や担
当職員約13人を中心として、カツオのワラ焼き体験をする黒潮カツオ体験
隊を平成13年に結成しました。漁業関係者だけのメンバーでも、この事業
展開は図られますが、私としては、カツオの町、佐賀町を売り出すには、
地域の人々との連帯意識が必要不可欠だと思ったのです。
受け入れ第1号は、幡多広域観光協議会の紹介で、阪神地方の中学生約
180人を受け入れました。当時は、何もないところから体験場を準備しま
した。平成12年度は補助金をいただき、モニターツアーを実施致しました
が、平成13年度からは行政には1円の補助金請求もせず、行政を頼りませ
んでした。何もないけど、どう工夫すれば、自分たちがどこまで自主運営、
自主努力ができるのか。頭と体を使いました。やはり、思いを同じにするパー
トナーがいなければ、今はなかったと思います。
そして、年々利用客が増える一方で、活動拠点のないことによる水周り
の不備、トイレの衛生面、雨天対策等の問題が生じてきました。そこでは
じめて行政に施設整備の要求をしました。年々増える体験客に、行政が私
たちの実績を認めてくれ、待望の体験所活動拠点としての「カツオふれあ
いセンター黒潮一番館」が完成しました。おかげで大人数の受け入れが可
能となりました。実際にこの事業がここまで成長するとは、私自身考えて
いませんでした。ただ、この取り組みを、あくまでも一過性で終わらせた
くない思いで、メンバーと一緒に一生懸命頑張りました。
そして、事業の成長と同時に思いもしなかった効果も現れています。1
つに、地域の新しい産業として、少しずつ貢献できていることです。また、
生きがいづくり、健康づくりにもつながっていることです。体験事業を受
け入れるには総勢50人のスタッフが必要です。本当にメンバー1人1人が
よくがんばりました。

黒潮町佐賀地区の取り組み ─地域の人々と共に─

>> 明神 多紀子（黒潮カツオ体験隊）
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地域住民の交流の場として、地域の輪づくりも生まれています。修学旅
行の子たちが到着する約2時間前から、漁師のおじちゃん、漁協の女性部
のおばちゃんたちが集まって用意をします。そして、子どもたちが到着す
るまでのちょっとした時間に、お茶を飲みながら色んな話をする。かつて
はそういう場面はありませんでしたので、その積み重ねで、お互いをよく
知り、そして地域全体の輪づくりができているのではないかと感じていま
す。
 それから何よりも、私たちの今までの地域の当たり前のことが、当たり

前でないということを、この事業を通して自分たちの町の良さを、一人一
人が認識できていっているということです。やはり、お客さまに満足して
いただくことは、まず自分たちがこの地に生活することの喜びを感じ、楽
しく仕事をすることだと思います。体験受け入れの日には、本当にメンバー
全員が朝早くから、いそいそと楽しく用意をし、そして子どもたちを受け
入れ、楽しい交流があり、感動の涙の別れがあります。年間その繰り返しを、
8年間やらせていただいております。
新しい挑戦もはじまっています。私たちの住む町の中心地には1軒も旅

館がありません。しかし、体験場としての拠点ができたことで、宿泊希望
のケースも増えてきました。かねてから、私たちのタタキづくり体験事業
は、あくまでも通過型でしかありませんでした。そこで、平成18年5月に
高知県下で第1号の漁家民宿として私の家を開業しました。平成19年3月
には食品営業許可をいただき、地元でとれた新しい魚介類を料理に使って
提供しはじめました。
平成19年と20年には佐賀の漁家10軒で関西地方の子供達40人をホー

ムステイで受け入れました。これをきっかけに年度内に私の家を含めて6
軒の漁家民宿が開業できる予定です。そして、漁家民宿だけでなく、地域
の若い漁師仲間が、シーカヤック、海洋クルージングなどの体験グループ「遊
海」を立ち上げ、少しずつお客様を受け入れ始めています。
私たちの町は、多くのすてきな人々との出会いに感動、一期一会ではな

く、その後も手紙や電話、贈り物の交換と、交流がずっと続いています。
それが私たちの生きる力になっています。

●〒789-1703 高知県幡多郡黒潮町佐賀黒潮一番地　カツオふれあいセンター黒潮一番館
●TEL／ FAX：0880-55-3680
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皆さんのそれぞれの地元で、何かを産品化しようとする時、その素材や
製法、物語を持ったものを選び、日本にはまだないもの、そういう珍しさ
を狙っていくと、マスコミもパンと飛び付いてきます。まず、サンプルを
作り、試食・改良した後、ぜひプロ筋の人に食べてもらう。これは人の巻
き込み方の1つのテクニックです。例えば、生協のバイヤーや、将来取引
をしてくれそうな可能性のあるところや、市内の料理屋さんで腕の立つシェ
フや板長とか。そういう人の意見をきちんとフィードバッグすることが大
事です。
あとはたくさんの人に食べてもらい、それをちゃんとアンケートで回収
し、出てきた結果で商品を修正していく作業は、まじめにやらないといけ
ません。PRも大事です。マスコミをうまく使うと、実は広告費はなくても
宣伝ができます。
そして、ある程度価格やパッケージを決め、実際に売ってみる。そしたら、
やっぱりあまり売れなかったとか、ものすごく売れたとか、後からお客さ
んからこういう反応があったとか、やっぱり売ってみないと分からないこ
とがたくさんある。
実際私どもがやったことですが、「萩の真ふぐ」について。まず物語の部
分。この真ふぐは、全国の漁獲高の7割を萩で独占しています。それだけ
でまず1つ物語ができます。
それから、フグと言えばトラフグが王様ですが、世の中で出回っている
トラフグの90数%は養殖物です。でも、真ふぐは、全部天然物です。養殖
をしてまでやるほどの値段が付かないフグですから。魚って絶対、天然志
向があるじゃないですか。それで「真ふぐは全て100%天然物」というの
は非常にプラスになる。これが売りの2つ目です。
それと、萩は真ふぐをほぼ全部活魚で水揚げしています。活魚で揚がっ
てくるパッケージには、ビタ・シール（ビタ＝萩の方言で「ピチピチ、新鮮」
の意味）を作り、表示します。要は、非常に鮮度が高いということ。これ
が3つ目の売りです。
商品には、真ふぐの燻製、真ふぐの一夜干し、西京漬けと粕漬け、唐揚、
真ふぐのちり鍋など色々ありますが、これらの中に3つぐらいは日本初と
いう商品が入っています。意識的に入れているんですけど。
真ふぐのたたきは、品評会に出しましたら、いきなり水産庁長官賞をい
ただきました。これも売れるように、「水産庁長官賞」という金のシールを
作り貼っています。上には農林水産大臣賞がありますので、そんなに大し
たことはないのですが、こういうものもどんどん利用したらいいと思いま
す。
もう1つプロセスを紹介します。スルメイカ、萩では「鬼イカ」と言い

地域資源を活用した商品と販路確保について 
>> 中澤 さかな（道の駅萩しーまーと）
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まして、漁師も蹴っ飛ばしたりしているんです。これはなかなか値段が付
かない。それを、「沖漬け」にします。船上で樽を積んで、釣ったイカをそ
のままぶち込んでという沖漬けを製品化し、結構居酒屋とかで評判になっ
ています。それぞれの船ごとに漁師さんが作っています。つまり、船ごと
に味が違うんです。
普通は、それを統一しようという話になるんだけど、辛いのもあり、エ

キスが多いのもあり、薄味もある。「じゃ小さなパッケージにして5種類で
売ったらどうか」という話になり、5種類のイカの塩辛お試しパックみた
いなものを商品化し、それぞれの船の名前を書きました。この中で、1つ
自分が一番いいなと思ったものだけはたくさん買うこともできるとか、考
えているケースもあります。
とにかく、イベントに出掛けて売るのは、あまり効果がない。その日は

確かに売れるかもしれません。でも、年がら年中イベントに出て行って売
るのであればいいですが、そんなことはできない。やはり日常的に置いて
もらえる店はちゃんと確保するべきです。イベントは、宣伝だけに努める。
イベントは試食していただいて、おいしいということを分かっていただく
ためのお披露目の場で、そこで売るということをあまり考えなくていいと
思います。「どこに行ったら買えますか?」という時には、「あそこのスーパー
の隅っこに置いてありますよ」と説明できれば、その方がうんといいと思
います。
一応インターネットには載せてください。漁協の支所や役所の方に言っ

たらやってくれると思います。基本的にバイヤーは色々商品を探す時に、
インターネットを使います。製品作ったら、それを説明するパンフレット
を作るのと同じぐらいのレベルで、絶対インターネットには載せておかな
いとだめです。
あと、都市部のマーケット。県とか国とか漁連とか、いろんな組織が首

都圏に販路を拡大するために持っている色々な施設、アンテナショップ。
それらは基本的に出品するのにあまりお金も取られないし、非常に優遇さ
れますから、それらをうまく使って下さい。他に都市部で開拓するには、
例えば私どのも場合は、山口県に何か関係あるところじゃないと、その商
品を扱ってもらう必然性がないので、例えば萩出身の方が大将をしている
すし屋とか、萩出身の人が部長をしている高級食品スーパーに行くとか、
とにかく山口県出身みたいな人づるをたどり、そういうところで販路を作っ
ていっています。これがかなり確実性が高いです。
最後に私が言いたいのは、頑張らないということも大事なんだというこ

と。無理してやると続かないです。だから、頑張らなくても継続できる状
態を作っていくということが大事です。「あまり頑張らないでくださいね」。

 ─地産地消商材の開発・販売経験から─
●住所：〒758-0011 山口県萩市椿東4160-61　●TEL：0838-24-4937　●FAX：0838-24-1192
●メール：fish@city.hagi.yamaguchi.jp　●URL：http://www.axis.or.jp/~seamart/
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ま
せ
ん
。
高
知
は
特
に
大
盤
振
る
舞
い
を

す
る
地
域
で
、
皿さ

鉢わ
ち

で
バ
ン
と
た
く
さ
ん

出
す
癖
が
あ
っ
て
、
お
客
さ
ま
と
か
旅
行

会
社
の
方
た
ち
か
ら
「
美
味
し
い
も
の
を

ち
ょ
っ
と
ず
つ
出
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

６
千
円
で
し
た
ら
そ
ん
な
に
儲
け
は

あ
り
ま
せ
ん
。
立
ち
上
げ
た
と
き
に
す
ご

く
悩
み
ま
し
た
け
ど
、
県
内
で
も
最
低
価

格
の
設
定
を
し
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の

は
、
空
い
た
６
畳
２
間
を
開
放
し
て
お
風

呂
も
食
事
も
家
の
者
と
一
緒
で
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
気
兼
ね
を
す
る
か
も
分
か
ら
な

い
と
い
う
不
安
も
ず
っ
と
持
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
せ
め
て
お
料
理
で
埋
め
合
わ
せ

る
と
い
う
思
い
で
す
。

古
川　

佐
賀
市
漁
村
女
性
の
会
の
古
川
と

申
し
ま
す
。
「
６
千
円
で
は
儲
け
は
出
な

い
」
と
い
う
お
話
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

経
営
面
の
資
金
繰
り
と
か
、
実
際
の
売
上

高
で
間
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
こ

ら
へ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

明
神　

ま
だ
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、
副

収
入
を
賄
え
る
ぐ
ら
い
の
経
済
効
果
は
出

て
お
り
ま
せ
ん
。
で
す
け
ど
、
赤
字
を
出

す
よ
う
な
経
営
は
絶
対
い
か
ん
と
思
い
ま

す
。

　

19
年
度
は
約
百
人
に
お
泊
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ト
ン
ト
ン
と
言
い
ま
し
た
け

ど
、
私
の
働
き
分
ぐ
ら
い
は
出
て
い
ま

す
。
今
年
は
主
人
が
思
い
が
け
ず
単
身
赴

任
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
漁
家
民
宿

と
い
え
ど
も
１
人
で
は
大
変
で
す
し
、
そ

れ
に
女
１
人
、
何
ぼ
こ
ん
な
年
を
と
っ
た

お
ば
さ
ん
で
も
、
や
っ
ぱ
り
何
か
男
の
人

だ
け
を
泊
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
っ

と
怖
い
な
と
思
い
、
で
き
る
だ
け
リ
ピ
ー

タ
ー
さ
ん
と
か
、
県
の
職
員
さ
ん
の
ご
紹

介
と
か
、
農
家
民
宿
の
方
の
ご
紹
介
だ
け

に
し
た
の
で
、
今
年
は
80
人
ぐ
ら
い
で
し

た
。
で
も
赤
字
は
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

開
業
の
た
め
の
経
費
と
し
て
は
、
消
防

署
の
許
可
が
要
り
ま
す
の
で
、
最
低
の
火

災
報
知
機
と
か
消
火
器
の
設
置
が
い
り

ま
し
た
。
私
の
家
は
昔
か
ら
大
人
数
で
し

た
し
、
お
客
さ
ま
が
い
つ
も
み
え
る
家
で

し
た
の
で
、
お
布
団
は
６
組
あ
り
ま
し
た

し
、
そ
れ
ほ
ど
資
金
調
達
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
離
れ
の
場
所
に
食

品
衛
生
の
保
健
所
の
許
可
を
得
る
た
め
に

最
低
の
施
設
整
備
は
必
要
で
し
た
の
で
、

40
万
円
ほ
ど
入
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
と

19
年
度
で
、
そ
う
い
う
設
備
投
資
し
た
分

を
回
収
し
ま
し
た
。

　

農
家
民
泊
に
比
べ
た
ら
お
魚
を
使
う

分
、
料
理
の
材
料
費
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
３
年
弱
ほ
ど

や
っ
て
み
て
、
６
千
円
で
は
ち
ょ
っ
と
し

ん
ど
い
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
今

６
軒
、
年
度
内
に
漁
家
民
宿
が
開
業
予
定

で
す
の
で
、
来
年
の
４
月
に
は
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
と
一
緒
に
な
っ
て
、
新
た
に
価
格

設
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
開
業
の
き
っ
か
け
は
、
タ
タ
キ
づ
く

り
体
験
に
お
い
で
の
お
客
さ
ま
を
泊
ま

ら
せ
る
こ
と
で
営
利
目
的
は
二
の
次
で
し

た
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
、
ほ
か
の
仲
間
た

ち
が
い
ま
す
の
で
、
５
百
円
か
千
円
ぐ
ら

い
は
値
上
げ
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

努
力
の
積
み
重
ね
が

地
元
の
理
解
に
つ
な
が
る

三
木　

地
域
づ
く
り
へ
の
熱
い
想
い
の
一

方
で
経
営
の
安
定
化
の
難
し
さ
の
一
端
を

お
示
し
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

点
に
つ
い
て
、
経
験
年
数
が
長
い
真
鍋
さ

ん
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

真
鍋　

最
初

は
み
ん
な
と
一

緒
で
、
多
分
、

父
ち
ゃ
ん
と
か

息
子
が
獲
っ
て

く
る
魚
を
捨
て

る
の
が
も
っ
た

い
な
い
、
魚
に

何
か
付
加
価

値
を
付
け
て
商

品
化
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち

か
ら
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

い
く
ら
か
軌
道

に
乗
っ
た
と
き

に
、
魚
を
分
け

て
く
れ
る
漁
師

さ
ん
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
か
と

い
う
と
、
業
者

さ
ん
か
ら
「
美

濃
崎
は
婦
人
部
が
加
工
す
る
か
ら
、
魚
は

百
円
し
か
払
え
ん
。
安
岐
の
ほ
う
は
し
て

い
な
い
か
ら
２
百
円
で
買
う
」
と
か
言
わ

れ
、
組
合
の
人
た
ち
と
ケ
ン
カ
し
た
り
、

泣
い
た
り
、
怒
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
し
ま

し
た
。

　

結
局
は
一
輪
車
で
一
軒
一
軒
歩
い
て

い
っ
て
買
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
努
力
を
見

て
、
地
元
の
人
た
ち
が
魚
を
持
っ
て
き
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
に
根
を
下
ろ

し
た
か
な
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
今
は
漁

協
が
合
併
し
て
、
元
の
支
店
に
人
が
い
な

く
な
り
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
寂
し
い
の

で
何
と
か
人
を
集
め
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
男
性
と
一
緒
に
朝
市
を
始
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
月
に
１
回
し
て
い
た

の
が
、
お
客
さ
ん
の
要
望
で
２
回
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
は
朝
早
く
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
て
く

れ
る
の
で
、
「
漁
師
の
朝
定
食
」
と
い
う

の
を
作
り
ま
し
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
で
５
百

円
で
出
し
て
お
り
ま
す
。
５
百
円
で
も
う

か
る
わ
け
で
も
な
い
ん
で
す
が
、
朝
市
に

人
が
来
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て
た

ま
ら
な
い
で
す
。
そ
れ
と
、
地
域
の
人
た

ち
が
「
う
ち
の
女
性
部
は
活
発
に
し
よ

る
な
」
と
言
わ
れ
る
の
が
楽
し
み
と
い
う

か
、
元
気
の
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昭和32年9月、滋賀県生まれ。関西学院大学文学部を卒業し、
昭和55年4月（株）リクルートに入社。編集部門・営業部門・
企画部門・人事部を経験し、平成4年から週刊住宅情報関西版
編集長を5期務める。平成12年3月生活情報（現ホットペッパー
事業）・関西事業部長を最後に早期選択定年制度（20年勤続）
で退職。同年4月に道の駅「萩しーまーと」の立上げのため、
萩市に家族で移住。地域起しアドバイザーとして、地元萩市
はもちろん県外市町村の地域活性化のお手伝いをしている。

中澤 さかな 氏

高知県生まれ。19t型カツオ一本釣り漁船を経営する夫と共
に、大家族の漁家を切り盛りしてきた。平成12年度に高知県
が事業化した県民参加の予算づくりに、漁協女性部として「カ
ツオのタタキづくり体験」を企画し、平成13年より「黒潮カ
ツオ体験隊」を発足、隊長として修学旅行生や一般客を受け
入れている。最近、地元の若者がシーカヤック体験を行うグ
ループ「遊海」を立ち上げたり、自ら率先して漁家民宿を開
業するなど、地域の新たな動きも活発化している。

明神 多紀子 氏

神奈川県横浜市出身。平成13年3月、夫が脱サラして実家の
まき網漁業に従事することになり、家族とともに長崎県雲仙
市南串山町へ転居。漁獲対象であるカタクチイワシの付加価
値向上のため、地域の伝統食である「エタリの塩辛」に着目。
スローフード協会の黒川氏（料理研究家）との出会いにより、
平成17年12月「味の箱舟」計画に登録。平成18年1月、漁
業者、煮干加工業者を中心として「エタリの塩辛愛好会」を
立ち上げ現在事務局としてPR活動を展開中。

竹下 敦子 氏

●道の駅「萩しーまーと」駅長 ●「黒潮カツオ体験隊」隊長 ●「エタリの塩辛愛好会」
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三
木　

そ
れ
で
は
意
見
交
換
会
に
移
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
本
日
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
す
「
う
み
・
ひ
と
・

く
ら
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
三
木
で
す
。
そ

れ
で
は
ま
ず
は
桑
原
さ
ん
、
真
鍋
さ
ん
か

ら
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

桑
原　

漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
「
め
ば
る
」

の
桑
原
と
申
し
ま
す
。
「
漁
師
か
ら
あ
な

た
の
食
卓
へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
活
魚
や

鮮
魚
の
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
産
地
で
捕
れ
た
魚
で
加
工
品

を
作
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
中
の
１
つ

が
、
後
ろ
の
展
示
に
あ
り
ま
す
「
ご
ま
だ

し
」
で
す
。
こ
れ
は
佐
伯
の
郷
土
料
理
で

す
。
昨
年
、
佐
伯
の
「
ご
ま
だ
し
の
会
」

と
い
う
の
が
で
き
ま
し
て
、
佐
伯
の
27
社

み
ん
な
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
「
ち
り
め
ん
」
と
か
、
「
い
り

こ
」
を
持
っ
て
、
朝
市
や
イ
ベ
ン
ト
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

真
鍋　

皆
さ
ん
、
大
分
県
に
よ
う
こ
そ
お

い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
美
濃
崎
水
産

加
工
グ
ル
ー
プ
」
の
真
鍋
ハ
マ
子
と
言
い

ま
す
。
美
濃
崎
水
産
加
工
グ
ル
ー
プ
は
、

大
分
空
港
に
近
い
本
当
に
へ
ん
ぴ
な
田

舎
に
あ
り
ま
す
。
26
年
目
に
入
り
、
加
工

品
は
20
種
類
ぐ
ら
い
持
っ
て
お
り
ま
す
。

商
品
開
発
は
そ
れ
こ
そ
１
０
０
ぐ
ら
い
し

て
、
残
っ
た
の
が
20
種
類
ぐ
ら
い
で
す
。

今
日
も
５
種
類
ぐ
ら
い
は
持
っ
て
き
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
土
産
に
お
買
い

上
げ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

三
木　

そ
れ
で
は
ト
ー
ク
に
入
り
ま
す
。

ま
ず
、
三
人
の
報
告
者
へ
の
質
問
か
ら
始

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
品
の
特
徴
や
物
語
を

ま
と
め
て
み
る

広
戸　

臼
杵
漁
協
女
性
部
の
広
戸
で
す
。

試
食
用
で
持
っ
て
き
て
い
る
タ
チ
ウ
オ
の

す
り
身
て
ん
ぷ
ら
を
何
と
か
し
て
販
売
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
中
澤
さ

ん
は
「
あ
り
ふ
れ
た
も
の
は
難
し
い
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
安

定
的
に
販
売
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
っ
ぱ

り
道
の
駅
と
か
、
い
ろ
ん
な
お
店
と
か
に

出
す
方
法
が
い
い
と
い
う
こ
と
も
教
わ
り

ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
素
人
が
ど
う
や
っ

て
販
売
に
つ
な
げ
て
い
け
る
ん
で
し
ょ
う

か
。
い
い
勉
強
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
何

か
先
に
進
め
な
い
よ
う
な
感
じ
が
い
た
し

ま
す
。

中
澤　

そ
う
で
す
ね
。
ど
の
ぐ
ら
い
の
量

を
お
売
り
に
な
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
か
と

か
、
販
売
す
る
範
囲
の
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
地
元
だ
け
で
あ
れ
ば
、
地
元
で
獲
れ

た
新
鮮
な
タ
チ
ウ
オ
を
使
っ
た
加
工
品
な

ら
ば
安
心
し
て
買
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
な
り
に

金
儲
け
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
一
生

懸
命
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
東
京
の
奴

ら
に
食
わ
し
た
い
と
か
、
そ
う
い
う
気
持

ち
っ
て
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

と
き
「
何
か
特
徴
が
必
要
で
す
よ
」
と
い

う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
わ
け
で
す
。

　

実
際
に
売
っ
て
い
く
の
に
、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ス
ー

パ
ー
の
店
長
さ
ん
に
、
「
こ
の
商
品
を

扱
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
で
は
な
く

て
、
「
私
た
ち
が
頑
張
っ
て
作
っ
て
い
る

商
品
を
た
く
さ
ん
の
人
の
手
に
取
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
値

段
、
量
、
商
品
名
そ
し
て
表
示
に
つ
い
て

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い

う
こ
と
を
、
お
聞
き
に
な
る
の
が
一
番
い

い
と
思
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
も
地
域
に
根

ざ
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

地
元
の
女
性
の
申
し
出
と
い
う
の
は
、
邪

険
に
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
に

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
、
明

日
お
帰
り
に
な
っ
た
ら
ス
ー
パ
ー
へ
行
か

れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
、
や
は
り
自
分
た
ち
の
売
る
も

の
を
、
誰
も
が
同
じ
特
徴
を
説
明
で
き
る

よ
う
に
、
詳
し
い
説
明
書
み
た
い
な
も
の

を
、
皆
さ
ん
で
作
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
と
め
て
い
る
う
ち
に
特
徴
を
発

見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
タ
チ
ウ
オ
そ

の
も
の
を
消
費
者
が
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
「
大
分
の
ほ
う

で
獲
れ
る
タ
チ
ウ
オ
」
と
い
う
物
語
も
、

一
度
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
で
集
ま
っ
て
、

１
枚
の
書
面
に
さ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。
商
品
特
徴
を1

枚
の
紙
に
ま
と
め
て

み
る
こ
と
。
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
ス
ー
パ
ー

に
行
く
こ
と
。
そ
の
２
つ
を
ア
ド
バ
イ
ス

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
分
の
思
い
と
周
囲
の
状
況
か
ら

値
段
設
定
を
考
え
る

阿
部　

鶴
見
支
部
の
阿
部
で
す
。
明
神
さ

ん
の
漁
家
民
宿
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
値
段

で
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
お
料
理
を
出
し
て
い

る
の
で
す
か
。

明
神　

１
泊
２
食
で
６
千
円
で
す
。
魚

介
類
は
日
に
よ
っ
て
、
単
価
の
高
い
も
の

し
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
採
算

性
を
考
え
て
料
理
は
出
さ
な
い
と
い
け

8

み
ん
な
で
ト
ー
ク

大分県佐伯市鶴見出身。平成16年に、父ちゃんが命がけで
獲ってきた魚を安く売りたくない、新鮮な魚のおいしさを消
費者に伝えたいという想いから、グループ「めばる」を結成。
地元鶴見に水揚げされる新鮮な魚介類を鮮魚や活魚で販売す
る他、干物や寿司などの加工品も作っている。県下の朝市や
イベントでの直接販売が中心だが、店舗委託やインターネッ
トと販路を広げつつある。最近では全国農山漁村郷土料理百
選に選ばれた「佐伯ごまだし」の販売に力をいれている。

桑原 政子 氏

大分県杵築市美濃崎出身。現大分県漁業協同組合女性部長。
全国漁協女性部連絡協議会理事。昭和57年に「底曳きで捨て
ていた魚や安い魚を加工して収入を得よう」、「地元に産業を
おこそう」との思いから加工グループを結成。鮮度良い素材
を活かした手作り商品を提供している。ふるさと一番さんコ
ンクールの最優秀県知事賞受賞、大分県のワンコイン求評会
での入賞商品も数多い。第5回全国青年・女性漁業者交流大
会では活動報告が農林水産大臣賞を受賞した。

真鍋 ハマ子 氏 うみ・ひと・くらしフォーラム

●美濃崎水産加工グループ代表
●漁村女性起業化グループ

「めばる」代表
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中
澤　

や
は
り
毎
日
置
い
て
も
ら
え
る
と

こ
ろ
と
い
う
の
を
、
何
と
か
し
て
地
元
で

見
つ
け
る
と
い
う
の
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
生
産
能
力
に
も
よ
る
ん
で
す
よ
。
１

日
３
百
個
と
か
、
５
百
個
作
る
レ
ベ
ル
で

あ
れ
ば
量
販
は
相
手
に
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
が
、
地
元
で
売
れ
る
数
量
か
と
思
い
ま

す
。
道
の
駅
は
分
散
し
て
い
て
も
加
工
さ

れ
て
い
る
場
所
か
ら
一
番
近
い
と
こ
ろ
が

あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
厳
し
い
で
す
か
？

徳
弘　

近
場
に
も
う
１
つ
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
し
て
、
そ
こ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
行
っ
て

い
た
ん
で
す
け
ど
、
人
が
集
ま
ら
な
い
の

で
行
か
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
と
直
接
話
し
商
品
を

改
革
し
て
ゆ
く

中
澤　

実
際
は
、
現
地
の
人
口
構
造
が
ど

う
な
っ
て
い
て
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
、

ど
う
い
う
買
い
物
パ
タ
ー
ン
を
さ
れ
る
か

と
か
、
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
元
の
人
た
ち
に
支
持
さ
れ
な
い
商

品
は
、
よ
そ
に
出
す
べ
き
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
と
は
、
地
元
で
定
常
的
に
置
い

て
も
ら
え
る
と
こ
ろ
を
作
る
。
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」
に
何
で
強
烈
な
売
上
が
あ
る
の

か
と
い
う
と
、
お

客
さ
ん
の
６
割
は

地
元
の
萩
の
方

で
、
９
割
ま
で
が

県
内
の
お
客
さ
ん

た
ち
な
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
頑
張
っ

て
営
業
に
行
か
れ

た
ら
ど
う
で
す
か

ね
。

真
鍋　

私
た
ち

も
ず
っ
と
何
ヶ
所

か
に
配
達
を
し
て

い
ま
す
。
店
の
人

と
仲
良
し
に
な
っ

て
、
私
た
ち
が
商

品
を
こ
ん
な
に

大
事
に
し
て
い
る

ん
だ
と
い
う
こ
と

を
、
相
手
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
売
れ

な
い
と
き
は
な
ぜ

売
れ
な
い
の
か
を

知
る
た
め
に
、
店

で
お
客
さ
ん
と
直
に
話
す
ん
で
す
。
お
客

さ
ん
の
反
応
を
見
て
、
改
革
を
し
て
い
く

の
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

真
空
や
急
冷
技
術
を

取
り
込
み
た
い

濱
田　

宮
崎
県
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
濱

田
と
申
し
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
今
少

し
ず
つ
軌
道
に
乗
り
か
け
て
い
ま
す
。
販

路
を
拡
大
し
た
い
の
で
す
が
、
無
添
加
で

す
の
で
遠
く
の
ほ
う
の
お
店
に
は
出
品
で

き
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
真
空
包
装
機
を

買
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
業
者

の
方
に
お
聞
き
し
ま
し
た
ら
、
真
空
す
る

に
は
自
然
の
常
温
状
態
で
冷
ま
し
た
ら
、

菌
が
繁
殖
す
る
し
風
味
も
よ
く
な
い
。
急

速
冷
却
機
を
使
え
ば
風
味
も
損
な
わ
な

い
し
、
味
が
い
い
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
け

ど
、
急
速
冷
却
機
は
高
い
の
で
、
ど
の
機

種
を
買
う
か
迷
っ
て
い
ま
す
。

西
本　

東
京
水
産
振
興
会
の
西
本
と
申

し
ま
す
。
真
空
パ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
メ
ー

カ
ー
さ
ん
と
、
ま
ず
は
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

ら
れ
て
、
何
度
か
試
作
テ
ス
ト
を
し
て
、

真
空
パ
ッ
ク
が
良
い
か
悪
い
か
と
う
い
う

判
断
を
さ
れ
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま

す
。

中
澤　

私
は
加
工
の
専
門
家
で
は
な
い
ん

で
す
け
ど
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に

お
勧
め
し
た
い
商
品
が
あ
り
ま
し
て
、
三

洋
電
機
か
ら
出
て
い
る
「
達
人
釜
」
と
い

う
製
品
で
す
。
こ
れ
は
、
真
空
加
熱
調
理

機
器
で
レ
ト
ル
ト
を
作
れ
る
ん
で
す
。
賞

味
期
限
半
年
と
か
、
３
ヶ
月
と
か
常
温
で

可
能
と
い
う
レ
ト
ル
ト
の
強
さ
が
あ
り
ま

す
。
真
空
パ
ッ
ク
機
と
達
人
釜
セ
ッ
ト
で

３
百
万
で
す
。
竹
下
さ
ん
が
お
得
意
の
補

助
事
業
と
か
を
使
え
ば
、
現
実
的
な
お
値

段
に
な
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

行
政
の
支
援
を
上
手
に
活
用
す
る

三
木　

今
、
行
政
支
援
の
話
が
出
て
き
ま

し
た
。
竹
下
さ
ん
、
行
政
支
援
を
い
か
に

う
ま
く
受
け
て
い
く
か
と
い
う
話
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

竹
下　

私
は
、
そ
れ
こ
そ
水
産
の
普
及
員

よ
り
も
早
く
情
報
を
手
に
入
れ
る
べ
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
助
成
金
の
情
報
を
集

め
て
、
ま
ず
自
分
で
申
請
書
を
書
い
て
、

い
か
に
補
助
金
を
手
に
入
れ
る
か
や
っ

て
い
ま
す
。
補
助
金
と
い
っ
て
も
、
そ
う

簡
単
に
取
れ
る
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。

漁
協
関
係
だ
け
で
は
な
く
て
、
漁
業
者

に
と
っ
て
縁
遠
か
っ
た
商
工
会
関
係
と
か

に
も
相
談
す
る
と
、
結
構
い
ろ
い
ろ
出
て

き
ま
す
。
経
済
産
業
省
で
す
と
か
、
中
小

企
業
庁
と
か
で
す
。
間
口
を
広
げ
て
、
異

業
種
の
方
と
組
め
ば
、
結
構
い
ろ
い
ろ
な

道
が
広
が
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
人
を
い
ろ
い
ろ

使
っ
て
み
る
と
、
良
い
も
の
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

濱
田　

来
年
度
も
も
う
１
年
、
離
島
再
生

支
援
の
交
付
金
を
い
く
ら
か
い
た
だ
け
る

よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
の
で
、
交
渉
し
て

み
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
木　

補
助
金
は
国
や
都
道
府
県
の
事

業
を
利
用
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
本
来
的
に
は
一
番
地
元
に
近
く
て
頼

れ
る
の
は
市
町
村
に
な
る
の
か
な
と
思
う

ん
で
す
。
今
回
、
町
や
都
の
行
政
の
方
と

ご
一
緒
に
参
加
い
た
だ
い
た
、
大
島
の
波

浮
港
グ
ル
ー
プ
の
方
、
い
か
に
そ
の
へ
ん

を
巻
き
込
ん
で
い
け
た
か
み
た
い
な
も
の

を
、
お
話
し
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
ん
で

す
け
ど
も
。

町
を
通
し
給
食
セ
ン
タ
ー
や

老
人
ホ
ー
ム
へ
納
品

柏
木　

私
た
ち
の
活
動
は
経
験
が
浅
く
、

立
ち
上
が
り
か
ら
ち
ょ
う
ど
５
年
で
す
。

道
具
も
何
も
な
し
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
定
置
網
を
や
っ
て
い
る
も
の
で

す
か
ら
、
市
場
に
出
せ
な
い
も
の
な
ど
が

利
用
で
き
ま
し
た
。

　

当
初
、
一
般
の
商
売
を
し
て
い
る
方
か

ら
「
わ
れ
わ
れ
の
商
品
が
売
れ
な
い
よ
」

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
お
魚
を
皆
さ
ん
に

製
品
と
し
て
食
べ
て
い
た
だ
け
な
い
か
な

と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
最
初
は
雑
魚

の
お
魚
で
さ
つ
ま
揚
げ
を
始
め
た
ん
で

す
。
そ
れ
を
給
食
セ
ン
タ
ー
と
か
、
老
人

ホ
ー
ム
と
か
で
、
町
を
通
し
て
使
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、

周
り
の
巻
き
込
み
と
か
何
と
か
と
い
う
の

で
は
な
く
て
、
と
に
か
く
自
分
た
ち
で
一

生
懸
命
や
ら
な
く
て
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
に
来
て
い
ま
す
。

　

今
日
私
た
ち
が
試
食
と
し
て
持
っ
て

き
ま
し
た
の
は
、
そ
の
次
に
作
り
ま
し
た

「
明
日
葉
と
こ
ろ
て
ん
」
で
す
。
朝
市
に

も
持
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
立
ち
上
げ
て

５
年
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
あ
ま
あ
、
私
た

ち
と
し
て
は
頑
張
っ
て
い
る
ん
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
も

う
ち
ょ
っ
と
皆
さ
ま
方
み
た
い
に
年
季
が

入
れ
ば
、
周
り
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

朝
市
ス
タ
ッ
フ
の
半
分
以
上
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援

三
木　

い
ま
、
朝
市
の
話
が
出
ま
し
た
。

大
分
県
の
間は
ざ

越こ

の
嶋
原
さ
ん
、
少
な
い
人

数
で
朝
市
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
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＞＞

＞＞

＞＞

み
ん
な
で
ト
ー
ク

ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
を
得
る
、

活
動
の
き
っ
か
け
は

そ
の
く
ら
い
の
気
持
ち
で
良
い

桑
原　
「
め
ば
る
」
を
立
ち
上
げ
て
、
５

年
目
で
す
。
始
め
る
と
き
に
、
鶴
見
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
と
か
、
付
加
価
値
を
付
け
た
い

と
か
、
雇
用
、
魚
食
普
及
と
か
を
考
え
ま

し
た
。
「
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
な
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い

る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
時
、
ち
ょ
っ
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
は

大
事
な
こ
と
で
す
。
私
の
場
合
、
以
前
女

性
部
で
山
口
県
下
関
市
へ
視
察
に
行
っ
た

と
き
彦
島
シ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
の
廣
田
さ
ん

が
、
「
私
ら
は
大
し
た
こ
と
は
考
え
て
な

い
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
る
と
か
、
小
さ
い
旅
行
に
行
く
と

か
、
そ
う
い
う
自
分
の
お
金
を
儲
け
た
い

か
ら
始
め
た
ん
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
言
葉
に
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
起
業
化
す

る
の
は
、
本
当
に
大
き
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
よ
う
な
気
持
ち
で
私
は
い
た
ん
だ
け
れ

ど
も
、
「
あ
、
何
だ
、
そ
ん
な
簡
単
な
こ

と
で
グ
ル
ー
プ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
る
の

か
」
と
思
っ
た
と
き
に
、
ス
ポ
ン
と
何
か

自
分
の
中
で
抜
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
ん

で
す
。

　

大
分
の
朝
市
で
は
、
私
ら
だ
け
で
は
、

鶴
見
を
宣
伝
す
る
に
は
ま
だ
弱
い
と
い
う

こ
と
で
、
す
り
身
を
し
て
い
る
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
老
人
の
方
に
食

べ
や
す
い
お
か
ず
を
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
県
庁
前
の
公
園

で
鶴
見
村
を
作
り
た
い
と
い
う
私
の
思
い

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
何
年
か
す
る
と
マ
ン

ネ
リ
化
し
て
お
客
さ
ん
が
少
な
く
な
る
ん

で
す
が
、
鶴
見
の
そ
の
一
角
だ
け
は
、
本

当
に
人
が
多
く
て
と
て
も
元
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
地
元
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と

と
、
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
が
む
し
ゃ

ら
に
働
い
て
い
る
だ
け
で
は
ど
う
か
な
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
楽
し
く
活
動
す

る
こ
と
。
私
た
ち
の
特
徴
は
、
報
酬
は
少

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
楽
し
く

遊
ぶ
こ
と
に
は
非
常
に
長
け
て
お
り
ま
し

て
、
春
は
桜
、
秋
は
も
み
じ
、
イ
ベ
ン
ト

後
に
は
必
ず
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た

り
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
に
務
め
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
か
や
っ
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
あ
ま

り
「
何
々
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と

考
え
な
い
で
、
取
り
あ
え
ず
小
さ
い
こ
と

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
み
た
ら
、
利
益

の
方
も
そ
れ
に
付
い
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

楽
し
い
活
動
が
若
手
を
巻
き
込
む

三
木　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
経
営

と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
「
楽
し
く
な

い
と
続
か
な
い
」
と
桑
原
さ
ん
が
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
下
入
津
の
田
原
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
「
楽
し
い
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
若
手
を
巻
き
込
ん

で
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

田
原　

役
員
の
半
分
を
占
め
る
30
代
を
ど

の
よ
う
に
女
性
部
の
活
動
に
引
っ
張
り
出

そ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
子
た
ち

は
華
や
か
な
と
い
う
か
、
賑
わ
う
と
こ
ろ

が
好
き
な
も
の
で
す
か
ら
、
道
の
駅
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。

　

仕
込
み
か
ら
２
日
が
か
り
で
大
変
で

す
。
で
も
、
何
せ
若
い
子
た
ち
が
中
心
で

す
か
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
と
人
と
の
繋
が
り
な

ど
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
す
。
儲
け
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
儲
け
の
代
わ
り
に
お
昼
は
「
好
き
な

も
の
を
買
っ
て
食
べ
よ
う
」
と
か
、
日
当

が
い
い
か
、
そ
れ
と
も
打
ち
上
げ
が
い
い

か
と
か
聞
い
て
、
彼
女
た
ち
の
好
き
な
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
子
た
ち
と
い
う
の
は
、
自
分
た

ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
と
、

「
今
度
こ
れ
し
よ
う
、
今
度
あ
れ
を
し
よ

う
」
っ
て
い
う
ふ
う
に
、
す
ご
く
活
動
の

範
囲
を
広
げ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
す

ご
く
面
白
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

三
木　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
リ
ピ
ー

タ
ー
で
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
県
外

グ
ル
ー
プ
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
満
点
ク
ラ
ブ
」
の
徳
弘
さ
ん
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

徳
弘　

高
知
県
の
大
月
町
で
、
す
り
身

の
製
造
販
売
を
し
て
い
る
女
性
部
で
す
。

始
め
る
と
き
に
反
対
が
多
か
っ
た
の
で
失

敗
し
た
ら
大
変
だ
と
頑
張
っ
て
、
も
う
家

庭
は
二
の
次
、
三
の
次
、
四
の
次
、
五
の

次
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
反
省
の

日
々
で
す
。
頑
張
っ
て
や
る
の
は
、
な
か

な
か
続
か
な
い
な
と
思
い
ま
い
ま
し
た
。

今
は
「
し
ん
ど
い
ね
」
と
言
う
人
が
た
く

さ
ん
出
て
き
た
の
で
、
あ
ま
り
体
が
疲
れ

な
く
て
、
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。

商
品
を
毎
日
置
い
て
も
ら
え
る
場

を
地
元
で
見
つ
け
る

徳
弘　

中
澤
さ
ん
に
、
一
番
大
変
な
販
路

拡
大
に
つ
い
て
も
う
少
し
お
伺
い
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
毎
月
１
回
定
期
的
に
行

く
と
こ
ろ
も
何
軒
か
あ
る
ん
で
す
が
、
単

発
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
心
で
す
。
県
外
と

か
、
た
く
さ
ん
売
れ
る
と
こ
ろ
に
出
て
行

き
た
い
ん
で
す
け
ど
、
少
し
ラ
ン
ク
上
の

販
売
を
す
る
に
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し

て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
な
と
い
う
の
が
悩

み
で
す
。

中
澤　

今
の
段
階
で
は
、
日
常
的
に
常
設

の
販
売
ポ
イ
ン
ト
を
お
持
ち
じ
ゃ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

徳
弘　

道
の
駅
に
も
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
周
囲
に
同
じ
よ
う
な
施
設
が
た
く

さ
ん
で
き
て
、
人
が
な
か
な
か
集
ま
ら
ず

活
気
が
な
く
な
り
、
今
は
や
っ
て
い
ま
せ

ん
。
高
知
の
ほ
う
に
行
き
ま
す
と
、
商
品

は
き
れ
い
に
な
く
な
っ
て
も
利
益
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
澤　

基
本
的
に
は
地
元
は
さ
て
お
き
、

よ
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ

り
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
地
元
に
買
い
物

で
集
ま
ら
れ
る
場
所
が
ど
こ
な
の
か
、
そ

れ
が
道
の
駅
じ
ゃ
な
け
れ
ば
、
食
品
ス
ー

パ
ー
と
か
、
小
売
店
と
か
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
置
い
て
い
た
だ
く
よ
う
な
ご
相
談
と

か
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

徳
弘　

置
い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
ま
だ

し
て
い
な
く
て
、
実
演
販
売
だ
け
を
主
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
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活
動
す
る
人
た
ち
の
報
酬
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

明
神　

そ
れ
と
、
皆
さ
ん
起
業
さ
れ
て
、

経
営
的
に
な
か
な
か
大
変
な
状
態
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
時
給

７
百
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
そ
の
金
額

で
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い

う
思
い
を
ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
す
が
、
赤

字
を
出
し
た
ら
補
填
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
赤
字
を
出
し
て
自
分
た
ち
が
お

金
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
な
っ
た

ら
、
そ
う
い
う
事
業
は
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

時
給
が
、
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
欲
し
い

情
報
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

濱
田　

私
た
ち
の
と
こ
ろ
は
、
宮
崎
県
の

最
低
賃
金
の
６
１
７
円
に
し
て
い
ま
す
。

廣
田
（
彦
島
シ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
）　

私
の

場
合
は
漁
業
の
ほ
う
が
主
体
な
も
の
で
す

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
２
つ
に
分
け
て

お
り
ま
す
。
定
時
に
雇
っ
て
い
る
方
と
そ

れ
よ
り
２
割
低
い
漁
家
の
女
性
部
の
人

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
か
、
朝
早
く
か
ら
出

た
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
交
渉
し
ま
す
。

そ
れ
と
お
食
事
会
を
し
た
り
と
い
う
こ
と

で
、
別
に
報
酬
で
は
な
い
で
す
け
ど
、
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

古
川
（
佐
賀
市
漁
村
女
性
の
会
）　

私
た

ち
は
活
動
を
始
め
て
８
年
目
で
、
ノ
リ
加

工
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
52
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で
す
け
ど
、
翌
年
に
は

17
名
に
な
り
、
そ
の
ま
た
次
の
年
に
は
10

名
、
現
在
は
部
員
さ
ん
は
た
っ
た
２
名
で

す
。
６
年
目
ぐ
ら
い
に
、
せ
っ
か
く
少
し

ず
つ
認
知
度
が
上
が
っ
て
き
た
の
に
み
ん

な
が
や
り
た
が
ら
な
い
状
況
に
な
り
、
私

が
漁
協
を
辞
め
て
、
事
業
の
中
心
と
し
て

残
り
ま
し
た
。

　

売
上
を
一
生
懸
命
上
げ
て
、
何
と
か
時

給
８
百
円
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
先
月
、
法
人
化
し
ま
し
て
、
残
っ
た

２
名
と
私
と
、
外
部
雇
用
し
て
い
る
１
名

が
役
員
に
入
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
役
員

報
酬
を
払
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

や
っ
と
通
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
島
の
こ
と
を
発
信
し
た
い

三
木　

私
た
ち
は
「
う
み
・
ひ
と
・
く
ら

し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
年
に
１
回
開
催
を

し
て
き
ま
し
た
。
交
流
の
場
を
作
っ
て
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
、
問
題

解
決
の
方
法
が
見
え
て
く
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
さ
ら
に
『
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し

通
信
』
み
た
い
な
形
で
情
報
交
換
し
た
り

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ほ
う
で
も
何
か
お
考
え
が
お
あ
り
で
し
ょ

う
か
。
山
口
県
の
「
磯
美
人
グ
ル
ー
プ
」

の
松
本
さ
ん
、
最
近
、
島
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
通
じ
た
と
い
う
ふ
う
に
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

松
本　

私
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
百

人
足
ら
ず
の
小
さ
な
島
な
ん
で
す
。
今
年

の
11
月
か
ら
や
っ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

通
じ
て
、
一
番
始
め
に
メ
ー
ル
し
た
と
こ

ろ
が
「
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
関
さ
ん
で
し
た
（
笑
）
。
こ
れ
か

ら
い
っ
ぱ
い
島
の
こ
と
を
発
信
し
な
が

ら
、
楽
し
い
こ
と
を
自
分
な
り
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
私
た
ち
が
作
っ
て
い
る
の
は
「
磯
美

人
パ
ッ
ク
」
と
言
い
ま
し
て
、
島
に
あ
る

海
産
物
、
サ
ザ
エ
と
か
海
藻
で
す
ね
。
そ

れ
と
山
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
も
の
を
詰
め
込
ん
で
、
お
客
様
の

声
を
聞
き
な
が
ら
出
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
通
じ
す
ご
く
楽
し
み
な
ん

で
す
け
ど
、
や
は
り
お
客
さ
ん
の
声
を
聞

く
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

店
舗
を
持
っ
て
友
達
に
な
っ
た

全
国
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
コ
ー

ナ
ー
を
作
り
た
い

古
川　

私
た
ち
法
人
化
を
き
っ
か
け
に
、

小
さ
い
で
す
け
ど
、
店
舗
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け
に
全

国
の
漁
村
女
性
の
加
工
グ
ル
ー
プ
さ
ん
と

お
友
達
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
う
ち
の
店

舗
で
全
国
の
漁
村
女
性
加
工
グ
ル
ー
プ
さ

ん
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
取
り
扱
い
し
た

い
な
と
計
画
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
賞
味

期
限
が
短
い
も
の
は
先
延
ば
し
か
も
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
賞
味
期
限
が
長
い
加
工
品

に
つ
い
て
は
今
か
ら
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
木　

販
売
に
つ
い
て
は
今
の
ご
提
案
の

よ
う
に
、
各
地
の
乗
り
合
わ
せ
販
売
の
可

能
性
も
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
方
々
に
、
ト
ー
ク

を
通
じ
て
の
ご
感
想
・
ご
意
見
等
を
お
願

い
し
ま
す
。

売
れ
る
場
所
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る

中
澤　

今
日
は
私
も
た
く
さ
ん
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
日
は
大
分
の
会
場
で
す
の

で
、
大
分
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
近

場
の
４
つ
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ

て
、
小
さ
な
販
売
機
能
を
持
っ
た
店
舗

と
い
う
ん
で
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
持

つ
。
も
し
く
は
駅
前
の
ち
ょ
っ
と
空
き
店

舗
み
た
い
な
ス
ペ
ー
ス
を
県
に
手
配
し
て

も
ら
っ
て
、
こ
こ
に
行
け
ば
大
分
県
の
女

性
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
た
海
産
物
や
農
産
物

が
購
入
で
き
る
。
そ
う
い
う
販
売
ポ
イ
ン

ト
を
作
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
売

れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
ら
、
自
分
で
売

れ
る
場
所
を
作
り
に
行
く
ぐ
ら
い
の
積
極

性
も
あ
り
得
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
私
も
萩
へ
戻
っ
て
、
あ
ま
り
頑
張
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
や
資
源
を
大
切
に

活
動
を
続
け
た
い

明
神　

今
日
は
み
な
さ
ん
が
一
生
懸
命

頑
張
ら
れ
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に

見
て
、
と
て
も
感
動
し
て
お
り
ま
す
。
し

ん
ど
い
思
い
を
し
な
が
ら
そ
れ
で
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
方
た
ち

が
多
い
と
い
う
こ
と
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
い
て
、
私
た
ち
も
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ

り
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
来
た
こ
と
に
自
信

を
持
っ
て
、
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
に

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
本
当
に
初
め
て
お
会
い
す
る

方
々
、
す
て
き
な
出
会
い
を
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

竹
下　

私
自
身
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
こ
れ
か
ら
起
業
し
な

き
ゃ
と
、
実
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
今
回
す
ご
く
参
考
に
な
る
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。
「
エ
タ
リ
の
塩
辛
」
は
私
、

東
京
で
販
路
を
見
出
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
し
て
、
今
は
居
酒
屋
に
卸
し

て
い
る
問
屋
さ
ん
か
ら
結
構
注
文
が
来
て

い
ま
す
。
エ
タ
リ
の
塩
辛
愛
好
会
か
ら
自

分
が
儲
け
る
よ
う
な
起
業
も
考
え
つ
つ
、

こ
の
地
域
資
源
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

桑
原　

４
年
間
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て

き
て
、
一
番
大
事
な
も
の
は
や
っ
ぱ
り
人

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
人
を

知
る
こ
と
、
そ
の
相
手
を
大
事
に
す
る
こ

と
、
そ
れ
に
尽
き
て
い
る
の
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
き
な
取
引
先
の
言
う
こ
と

は
無
理
難
題
も
、
私
は
や
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
中
澤
さ
ん
は
頑
張
ら
な

い
と
言
い
ま
し
た
れ
ど
も
、
ち
ょ
う
ど
団

塊
世
代
に
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
つ
い
頑

張
る
ん
で
す
ね
。
で
も
そ
の
頑
張
っ
て
い

る
姿
と
い
う
の
は
、
必
ず
相
手
か
ら
も
認

め
て
も
ら
え
ま
す
。
去
年
も
12
月
の
末
に

な
っ
て
注
文
が
入
っ
た
と
き
に
「
お
い
、

や
ろ
う
」
と
言
う
仲
間
が
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
日
頃
た
く
さ
ん
の
人
を
知
る

こ
と
、
そ
れ
か
ら
精
神
誠
意
付
き
合
う
こ

と
、
こ
れ
に
尽
き
る
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

真
鍋　

お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

加
工
の
こ
と
、
女
性
部
活
動
の
こ
と
を
考

え
る
中
で
、
や
っ
ぱ
り
彼
女
が
言
っ
た
よ

う
に
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
と
て
も
大

事
で
す
。
私
た
ち
は
海
で
生
活
を
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
や
っ
ぱ
り
海
が
好

き
で
、
海
で
生
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
木　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
方
々
、
参
加

者
の
み
な
さ
ん
、
今
日
は
い
ろ
い
ろ
ご
意

見
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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み
ん
な
で
ト
ー
ク

と
を
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。
立
ち
上
げ

の
経
緯
と
そ
の
問
題
点
と
か
、
巻
き
込
み

方
に
つ
い
て
、
お
話
伺
え
ま
す
か
。

嶋
原　

間
越
と
い
う
小
さ
な
行
き
止
ま
り

の
部
落
で
、
人
数
は
地
区
住
民
が
今
36
人

に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
１
回
の
朝
市
を
み

ん
な
総
出
で
頑
張
っ
て
い
る
ん
で
す
。
巻

き
込
み
方
は
、
私
も
さ
っ
き
か
ら
ず
っ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
今
ス
タ
ッ
フ
の
半
分

以
上
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
助
か
っ

て
い
ま
す
。
地
区
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
て

い
る
若
い
人
た
ち
が
、
「
自
分
た
ち
が
潜

る
海
だ
か
ら
」
と
、
私
た
ち
の
浜
掃
除
に

参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
か

ら
「
朝
市
も
し
て
い
る
か
ら
遊
び
に
お

い
で
」
と
い
っ
た
ら
、
デ
ー
ト
も
あ
ろ
う

に
、
喜
ん
で
楽
し
ん
で
来
て
も
ら
っ
て
い

る
ん
で
、
感
心
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど

の
魅
力
が
私
た
ち
の
朝
市
に
あ
る
の
か
な

と
、
と
き
ど
き
考
え
る
ん
で
す
。

　

自
分
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で

い
る
、
や
る
前
の
準
備
は
大
変
な
ん
で
す

け
ど
、
も
う
や
り
上
げ
た
と
き
の
す
ご
い

達
成
感
と
い
う
の
が
、
そ
ば
に
い
る
人
が

み
ん
な
で
手
を
繋
ぎ
あ
っ
て
、
肩
を
組
み

合
っ
て
、
「
終
わ
っ
た
ね
、
良
か
っ
た
ね
、

完
売
し
た
ね
」
と
い
う
感
じ
で
。
多
分
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
そ
れ
が
伝
わ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
友
達
や
親
戚
が
「
何
か

ち
ょ
っ
と
で
も
手
伝
え
れ
ば
」
と
い
っ
て

く
れ
て
、
い
つ
の
間
に
か
定
着
し
て
い
ま

す
。
毎
月
１
回
の
朝
市
の
日
は
「
絶
対
空

け
て
い
ま
す
」
と
い
う
、
あ
り
が
た
い
言

葉
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

も
、
自
分
た
ち
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
良

か
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
家
か
ら
呼
ば
れ
一
緒
に
朝
市
を

始
め
た

三
木　

朝
市
を
農
家
と
一
緒
に
や
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
山
口
県
の
安あ

下げ
の

庄し
ょ
うの

西
野
さ

ん
、
農
家
と
の
連
携
に
つ
い
て
お
願
い
し

ま
す
。

西
野　

安
下
庄
漁
協
の
西
野
と
申
し
ま

す
。
農
家
の
方
が
朝
市
を
立
ち
上
げ
ら

れ
て
、
野
菜
を
売
る
に
は
魚
が
あ
っ
た
ほ

う
が
売
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
声
掛
け
が
あ
り
、
一
緒
に
や
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
５
年
目
に
入
っ
て
、

細
々
と
で
す
け
ど
30
人
か
ら
40
人
ぐ
ら

い
の
お
客
さ
ん
が
定
着
し
ま
し
た
。
高

齢
者
が
多
い
の
で
送
り
迎
え
も
始
ま
り
、

助
か
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま

す
。

　

本
当
は
「
漁
家
の
方
と
一
緒
に
朝
市
と

か
も
し
て
く
れ
」
と
、
町
や
漁
協
か
ら
言

わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
仲

間
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
や
り
た

い
と
い
う
人
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
じ
ゃ
自
分
か
ら
や
る

か
と
い
う
と
、
「
や
ら
な
い
」
と
い
う
人

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
。
何
年
か
か
っ
て
も

い
い
か
ら
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と

思
い
、
今
日
は
来
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

自
分
た
ち
の
想
い
を
伝
え

仲
間
づ
く
り
に
繋
げ
る

明
神　

私
た
ち
の
事
業
の
場
合
は
、

２
５
０
人
の
お
客
様
を
受
け
る
場
合
に

は
、
現
役
や
Ｏ
Ｂ
の
漁
師
さ
ん
20
人
、
女

性
部
30
人
、
合
計
50
人
ほ
ど
の
人
手
が
必

要
で
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
「
こ
ん
な
こ

と
を
や
ろ
う
」
と
言
っ
た
ら
す
ぐ
に
集
ま

る
地
域
性
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
で
も

50
人
も
の
ス
タ
ッ
フ
を
動
員
す
る
の
は
大

変
で
す
。

　

ま
ず
私
た
ち
の
事
業
の
場
合
は
、
漁
師

の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
絶
対
必
要
で
す
。
女

性
部
の
メ
ン
バ
ー
も
カ
ツ
オ
は
ほ
と
ん
ど

の
方
が
捌
き
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
漁
師

の
お
じ
さ
ん
に
捌
き
方
を
教
え
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
が
、
一
番
大
事
だ
と
思
う
の

で
、
で
き
る
だ
け
漁
師
さ
ん
た
ち
に
声
を

か
け
る
わ

け
で
す
。

け
れ
ど
沖

へ
行
か
な

い
と
い
け

な
い
こ
と

も
あ
り
ま

す
し
、
修

学
旅
行

は
平
日
で

す
。

　

私
た
ち

の
地
域
で

は
カ
ツ
オ

一
本
釣
り

に
出
漁
す
る
の
は
大
体
55
、
56
歳
ぐ
ら
い

ま
で
で
す
か
ら
、
「
あ
の
お
じ
さ
ん
は
も

う
カ
ツ
オ
船
降
り
た
よ
ね
」
と
、
誰
か
が

情
報
を
入
れ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
そ
う
し

た
ら
私
た
ち
は
直
接
そ
の
漁
師
の
お
じ

さ
ん
を
誘
い
に
行
き
ま
す
。
漁
師
さ
ん
て

大
体
口
下
手
で
「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は

で
き
な
い
」
っ
て
始
め
は
言
い
ま
す
が
、

「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
ん
と
い
て
。

漁
師
の
お
じ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
と
い
か
ん

の
よ
」
っ
て
私
た
ち
が
強
引
に
引
っ
張
っ

て
く
る
ん
で
す
。

　

事
業
を
す
る
と
き
に
、
「
あ
の
人
た
ち

と
一
緒
に
や
り
た
い
な
」
と
か
、
「
一
緒

に
賛
同
し
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
こ
と
は
、
多
分
み
な
さ
ん
、

情
報
収
集
さ
れ
て
、
感
触
と
か
も
摑
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
熱
意
を
持
っ
て

仲
間
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

漁
師
さ
ん
に
も
一
生
懸
命
声
を
か
け
た

ら
来
て
く
れ
て
、
今
度
は
そ
れ
が
本
人
に

と
っ
て
も
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
、
「
今

度
は
い
つ
来
る
か
？
」
と
い
う
か
た
ち
に

な
り
ま
す
の
で
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
思
い
を

届
け
る
こ
と
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
参
考
に
な
る
か
ど
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
け
ど
。　
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